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ローバルキャリアセンターが開設している授業は 2 科目ある。 
 そのうちの 1 科目である「職業選択と自己表現―自分のキャリアをデザインしよう―」
は、キャリアデザインを通して、大学での学びや大学生活の過ごし方を学ぶものである。











（㈱三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング, 2015a）。この科目の開設にあたっては、産業・
職号・企業について、「学生が中等教育段階までで十分に学ぶ機会が得られていない現状」
（㈱三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング, 2015a）を指摘している。科目「キャリアデザ









この事例集作成と同時に、厚生労働省が作成した 90 分×全 15 回のキャリア教育プログ





よると、大学卒業予定者の就職内定率は 87.8％と前年同期比 1.1 ポイント上昇している。




大学生の就職活動は、2011 年度以前には大学卒業者学部 3 年次、大学院修士課程修了予
定者修士 1 年次の 10 月 1 日に広報活動が解禁され、選考活動は学部 4 年次、修士 2 年次の
4 月 1 日以降に始まるものであった。2011 年 3 月に示された（一社）日本経済団体連合会
（以後、経団連）の『採用選考に関する企業の倫理憲章』（経団連, 2011）では、2013 年度
新卒者へ対する広報活動の解禁が学部 3 年次、修士 1 年次の 10 月 1 日から 12 月 1 日へ変
更となった。それに伴い、大学内で実施されているセミナーや説明会についても、12 月 1
日以前の場合、企業団体は参加を自粛するよう示された。 
2013 年 9 月の『採用活動に関する指針』（経団連, 2013）では、2014 年度卒業・修了予定
者への広報活動は学部 3 年次、修士 1 年次の 3 月 1 日から、選考活動は学部 4 年次、修士
2 年次の 8 月 1 日以降とした。その 2 年後の 2015 年には、2016 年度卒業・修了予定者の『採
用活動に関する指針』（経団連, 2015）として、選考時期を 2 か月前倒しして、学部 4 年次、








































が、早期離職という問題である。1.1.2 で述べたとおり、接続答申が公表された 1999 年よ












定プロセスモデルのひとつは、Gelatt によるモデル(Gelatt, 1962)である。Gelatt によれば、
個人が意思決定をするためには、行動方針を定め、問題を明らかにするために情報を集め
る。その後、自身の価値観や判断基準に基づき、意思決定をすることとなる。その意思決



























・竹野・田中（2006）は、自校におけるキャリア教育の 2 年生必修科目において、① 適性


















































































その後、2007年に Kuhlthau は、Caspari, Maniotes らと Guided Inquiry（Kuhlthau et al., 2015）
をまとめている。Guided Inquiry とは学習者を指導する立場の教育者に焦点をあて、1993
年に Kuhlthau が示した学習者の視点による情報探索プロセスに重ねて描かれ、Kuhlthau ら
は 2012 年にモデルを図にまとめている。Guided Inquiry は 7 つの段階が示されている。こ
の 7 段階は、情報探索プロセス 6 段階に追加の「評価」を加えた 7 段階と対応するように

































































 本研究では、以下の 3 点を目的とする。 
 第 1 に、大学生の就職活動における課題解決を支援するキャリア教育プログラムを開発
する（目的 1）。 
 第 2 に、開発したキャリア教育プログラムを実践し、プログラムを評価する（目的 2）。 




 本研究は、2 章以降、研究 1, 研究 2, 総合考察より構成される。 
 研究 1 では、目的 1 のために、大学生の就職活動に関する課題解決のためのプログラム
の設計し、専門家へのヒアリング調査を実施する。その後、キャリア教育プログラムとし
て提案する。 
 研究 2 では、目的 2 のために、就職活動が本格化する前の大学生を対象として、研究 1
で開発したプログラムを実践する。また、プログラム参加者の成果物を収集し、プログラ
ムの取組結果について分析する。 






2. 研究 1 
2.1 目的 
 研究 1 では、職業選択の軸（視点）を広げるキャリア教育プログラム（以下、プログラ
ム）を開発するため、プログラムを設計のうえ、専門家へのヒアリング調査を実施した。 
 
2.2 研究 1の構造 




































2.3.1.1.2  やりたいこと志向 































































































































































ラムの実現可能性を検証するため、2015 年 1 月と 3 月に計 3 回、5 時間、大学内の教室お
よび図書館内セミナー室にてヒアリング調査を実施した。その後は、毎回、研究実施者が
プログラム検討資料を作成・提案し、内容に対し指摘・指導を受ける形式によって、2015
年 4 月から 6 月にかけて計 5 回、約 12 時間、学内の教室にてヒアリング調査を実施した。
実施日程および内容は次頁の表 2-1 のとおりである。ヒアリング対象者は、図書館職員 1
名、進路指導にかかる専門家として、進路指導に長年携わっている大学教員 1 名（以後、
大学教員）、大学で学生のキャリア相談を担当するキャリアカウンセラー1 名（以後、キャ
リアカウンセラー）であった。本節では、第 1 回から第 3 回までのヒアリングを第 1 次ヒ




表 2-1 ヒアリング実施状況 
  ヒアリング対象者 提案内容 
ヒアリング対象項目（下線） 







































































2.4.1 第 1 次ヒアリング 
2.4.1.1 第 1 回ヒアリング 
2.4.1.1.1 方法 
（１）対象者 
 大学教員 1 名を対象としてヒアリング調査を実施した。 
 
（２）提案内容 







































































事項 4 項目（A1, B1, C1, D1）について質問し、意見や指摘を受けた。受けた意見・指摘に











































































2.4.1.2 第 2 回ヒアリング 
2.4.1.2.1 方法 
（１）対象者 




2.3 にて設計したプログラムと、第 1 回ヒアリング内容より、図書館の利用について、以

























室にて、提案事項 3 項目（A2, B2, C2）について質問し、意見や指摘を受けた。受けた意






























































2.3 で設計したプログラムについて、以下の 4 項目を提案した。なお、内容は 2.4.1.1 の







































































事項 4 項目（A3, B3, C3, D3）について質問し、意見や指摘を受けた。受けた意見・指摘に
ついてメモを取り、記録した。なお、内容は 2.4.1.1 の第 1 回ヒアリングにおいて、大学教
































































2.4.1.4 第 1 次ヒアリング：考察 












2.4.2 第 2 次ヒアリング 
 第 2 次ヒアリングでは、設計したプログラムおよび第 1 次ヒアリング調査を基に、研究
実施者がプログラム検討資料を作成・提案し、専門家より指摘・指導を受けた。 
 
2.4.2.1 第 4 回ヒアリング 
2.4.2.1.1 方法 
（１）対象者 
 大学教員とキャリアカウンセラー2 名を対象にヒアリング調査を実施した。 
 
（２）提案内容 




 大学生は、年次が低いほど、履修講義数が多いため、半期にあたる 6 か月間や、筑波大










 B1 の結果や椿による論文（椿, 2002）より、就職活動や採用選考が難航した場合、意識
の切り替えができない、または途中で諦める学生の存在が明らかになった。そこで、プロ
グラム全 4 回の中で、複数の職業について取り上げることとした。 
 第 1 回目に取り上げる題材は、自身がなりたい職業とした。興味・関心が高い題材を取
り上げて、プログラムに対する動機づけを高めることを目的としている。 
 第 2 回目で取り上げる題材については、2 案を提示した。 
 第 1 案は、自身が憧れる職業である。第 1 回目の自身のなりたい職業と同様、興味・関
心が高い題材によって動機づけを高めることが期待される。 





 第 3 回目では、ヒアリングより、職業を知るために有用であるという指摘を受けた、著
名な起業家を題材とした。著名な起業家であれば、参加する学生が興味・関心をもってプ
ログラムに臨むことが期待できる。 



































 大学内の教室にて、提案事項 4 項目（A4, B4, C4, D4）のうち、以下の 2 項目（B4, C4）
について質問し、意見や指摘を受けた。受けた意見・指摘についてメモを取り、記録した。
なお、A4, B4, C4, D4 は「（２）提案事項」の同記号と対応している。A4, D4 については、
B4, C4 に関するヒアリング結果より検討が必要となったため、質問しなかった。 
 
B4. 取り扱う題材 













































2.4.2.2 第 5 回ヒアリング 
2.4.2.2.1 方法 
（１）対象者 











 1990 年に発表された Big6 スキルモデル（Eisenberg & Berkowitz, 1990）は、情報によっ







Eisenberg らは、Big6 スキルモデルと Kuhlthau による情報探索プロセスモデルとの各段
階を対応づけして、比較している（Eisenberg & Brown, 1992）。Big6 スキルモデルと情報探
索プロセスモデルの比較について、表 2-2 に示した。比較において、Big6 スキルモデルに
おける第 1 段階「課題の設定」は、情報探索プロセスモデルにおける第 1 段階「タスク定
義」と第 2 段階「トピックの選定」に対応する。Big6 スキルモデルにおける第 2 段階「情
報探索戦略」、第 3 段階「情報源にあたる」、第 4 段階の「情報の獲得」は、情報探索プロ
セスモデルの第 3 段階「漠然とした情報収集」と第 5 段階の「情報収集」に対応する。Big6
スキルモデルの第 5 段階「情報の統合」は、情報探索プロセスモデルの第 6 段階「情報探
し終了」に対応する。Big6 スキルモデルにおける第 6 段階「評価」は、情報探索プロセス
モデルにおける追加の第 7 段階「評価」に対応する。なお、情報探索プロセスモデルにお



























表 2-2 Big6 スキルモデルと情報探索プロセスモデルの比較（2モデル抜粋） 
Big6 スキルモデル 情報探索プロセスモデル 
1 「タスク定義」 1 「課題の設定」 
2 「トピックの選定」 
4 「フォーカス形成」  
3 「漠然とした 
  情報収集」 
5 「情報収集」 2 「情報探索戦略」 
3 「情報源にあたる」 
4 「情報の獲得」 
6 「情報探し終了」 5 「情報の統合」 
7 「評価」 6 「評価」 
（参照）Eisenberg, M. B & Brown, M. K. “Current Themes Regarding Library and Information Skills 
Instruction : Research Supporting and Research Lacking”. School library media quartery. 

























① 今後 5～10 年の自分と家族の人生設計 
② 候補職種を選定する ③ 候補地域を選定する 
④ 選定した職種・地域の求人情報を探す 





































































































 大学内の教室にて、提案事項 5 項目（A5, B5, C5, D5, E5）のうち、以下の 3 項目（A5, B5, 
C5）について質問し、意見や指摘を受けた。受けた意見・指摘についてメモを取り、記録
した。なお、A5, B5, C5, D5, E5 は「（２）提案事項」の同記号と対応している。D5, E5 に







































































2.4.2.3 第 6 回ヒアリング 
2.4.2.3.1 方法 
（１）対象者 
 大学教員とキャリアカウンセラー2 名を対象にヒアリング調査を実施した。 
 
（２）提案内容 
 以下の 4 項目について提案した。 
 
A6. プログラムの目標設定 










 第 5 回ヒアリングより、比較させる形で題材としての職業を設定した。研究実施者が、
意識してほしい軸をあらかじめ設定し、職業を比較することとした。 
 第 1 回目では、地方と都心を比較するために、地方銀行と都市銀行とを取り上げること










 第 3 回目では、2 案提示した。第 1 案は、引き続き職業同士を比較させるもので、サー
ビス内容の違いから銀行員と旅行代理店、サービス提供方法の違いから銀行員とネット専
門銀行、取り扱うものの違いから銀行員とディーラーなどを例としてあげた。第 2 案は、
第 1 回目と第 2 回目で取り上げた職業に関する情報について、自身で評価をすることであ
る。題材として取り上げる作業はないが、評価することを意識づけるために、プログラム
内に時間を設ける案を検討している。 




 第 5 回ヒアリング（C5）で紹介を受けた思考ツール（関西大学初等部, 2013）を参考に、
ワークシートも複数種類使用することとした。 








































 大学内の教室にて、提案事項 4 項目 （A6, B6, C6, D6）のうち、以下の 2 項目（B6, C6）
について質問し、意見や指摘を受けた。受けた意見・指摘についてメモを取り、記録した。
なお、A6, B6, C6, D6 は「（２）提案事項」の同記号と対応している。同記号と対応してい
る。A6, D6 を実現するための手段として、B6, C6 について質問した。 
 
B6. 取り扱う題材 
 第 3 回目の題材について、2 案を提示したが、それぞれに対する指摘・指導を求めた。 
 
C6. 使用するワークシート 



























 調べ学習について、次の 2 点の検討事項を指摘された。 





























































 第 1 回目、第 2 回目では職業選択の軸を題材として取り扱い、職業に関する作業の前に、
軸について学ぶプログラムとして構成した。 
第 3 回目、第 4 回目で取り扱う具体的な職業は、目指す学生が多いと考えられる公務員
と、卒業生の進路の中から銀行員とを採用することとした。複数の共通点と、相違点がそ
れぞれ認められるためである。銀行員と公務員とを比較するために、地方と限定したこと


















 第 2 回目の事後課題として、自身がなりたい職業を調べ学習するが、その際の職業選択
の軸は、第 2 回目のグループワークによって決定するため、軸は参加者に書いてもらうこ
とでワークシートが完成する。 









 大学内の教室にて、以下の 3 項目（A7, B7, C7）について質問し、意見や指摘を受けた。


















































辺, 2005）に掲載されている、勤務先選定の条件 15 項目を参加者に提示し、選択してもら






この 16 項目を、プログラムでは『職業選択の軸』として使用していくこととした。 
 それに伴い、第 1 回目の事後課題と第 2 回目のグループワークが不要となると考えられ








なお、提案時に第 3 回目、第 4 回目に実施する予定であったプログラムについては、全































 第 7 回ヒアリングの考察より、プログラムの構成が変更となったため、第 1 回目で使用
するワークシートおよび文献について、以下のとおり提案した。 
 
A8. 第 1 回で使用するワークシート 
 2.4.2.4.2 の D7 にて専門家より紹介を受けた『適職を探す自己分析ノート：選択に迷った










 図書資料は、以下の 4 点である。 
第 1 に、『就活の法則：適職探しと会社選びの 10 ヵ条』（波頭, 2007）をあげた。適職を
選ぶための考え方を記述している図書である。第 1 回目の目標達成のために、個人の考え
方によって企業の選び方が変わるという内容を含む「企業の人気ランキング」に関する第
































 提案事項 2 項目に対して、以下の質問し、意見や指摘を受けた。なお、A8, B8, C1, D1
は「（２）提案事項」の同記号と対応している。 
 
A8. 第 1 回で使用するワークシート 
 示した 16 項目について、選択肢として抜けている項目がないかどうか尋ねた。 
 
B8. 第 1 回で使用する文献 
 図書 4 件と報告書 1 件のうち、どの資料を採用することが望ましいか、意見を求めた。 
 
2.4.2.5.2 結果 














 B8 第 1 回目で使用する文献について、専門家からの意見・評価に基づき、『就活の法則：

































































































た。前述（2.4.3.1 プログラムの目標設定）のとおり、プログラム全体の目標を 3 本立て
としていることから、回数は 3 回が適切であると考えられる。 






上げることとした（A1 提案, A3 提案）。 
 プログラムの導入となる最初の題材は、自身がなりたい職業とする（B4 提案, B5 提案）。






























作業のために、ワークシート 1（付録 2）を作成した。第 6 回ヒアリング（C6 提案）でワ
ークシート案を提案したが、第 7 回ヒアリング（D7 結果）にて専門家から紹介を受けた図
書から、第 7 回ヒアリングの考察にて採用することを決定した。佃・渡辺による 15 項目（佃・
渡辺, 2005）にその他（自由記述）1 項目を加えた 16 項目を選択肢とした。 















選択の軸、その左右に職業を配置したワークシート 3（付録 5）を作成した。軸の上位 3
項目は、第 1 回で記入したワークシート 1（付録 2）の集計結果より決定することとした。























































2.5.2 プログラム第 1回 
第 1 回では、「職業選択のための軸（視点）を知る」ことを目標と設定した。職業選択の
ための軸（視点）として、職業選択の際に重要視する項目（佃・渡辺, 2005）を主な選択肢
とするワークシート 1（付録 2）を用いた。この後の作業でも再度ワークシート 1 を使用す
るため、最初に配布するワークシート 1 をワークシート 1-1、2 回目に配布するワークシー
ト 1 をワークシート 1-2 と表すこととする。佃・渡辺による 15 項目にその他（自由記述）
1 項目を加えた 16 項目のうち、自身が職業選択の際に重要視する 10 項目を順位づけさせ
る。 





『就活の法則：適職探しと会社選びの 10 ヵ条』（波頭, 2007）は、進路指導の専門家より
紹介・推薦された図書で、就職活動における心構えが記述されている。第 1 回の目標達成









表 2-5 資料へのマーキング種類 
感じたこと マーク 
初めて知ったこと 二重線（    ） 
すでに知っていて、確かめられたこと 直線（    ） 
すでに知っていたが、異なっていたこと 波線（    ） 









だ軸として記入し、ワークシート 2（付録 3）を完成させる。 
次回までの課題として、参加者が事前課題で記述した自身がなりたい職業について、選




2.5.3 プログラム第 2回 
第 2 回では、「軸（視点）から職業に関する知識を得ること」を目標とした。複数の職業












クシート 3（付録 5）に記述させる。 
64 
 
 次回までの課題として、第 1 回で集計した職業選択の際に重要視する項目のうち上位 3
項目と、追加項目として研究実施者が選定した4項目のうち2項目をグループ内で分担し、
計 5 点の軸（視点）から 2 種の職業に関する調べ学習を実施するよう指示する。 
第 1 回の事後課題と同様、調べ学習の際には Web のみを使用するのではなく図書や雑誌
なども使用すること、調べ学習のプロセスを記録することを重ねて指示する。 
 














第 2 回以降で取り上げた地方公務員と地方銀行員の 3 業種について、共通する情報と相違
する情報をベン図で表現するよう指示した。ベン図を用いた作業は、参加者自身がなりた
いと考える職業との共通点・相違点を可視化するための作業である。事後課題の提出期限
を 1 週間と定め、全 3 回のプログラムを終了する。 
 
表 2-6 キャリア教育プログラム 概要 




















3. 研究 2 















 2015 年 6 月に筑波大学情報学群知識情報・図書館学類にて開設されている講義および正
課外活動である公務員試験対策講座の前後でプログラムの概要説明のうえ、参加希望者を
募集した。募集対象は、大学 2 年生および大学 3 年生とした。参加希望および参加を迷っ
ている学生に対して実践日程などを案内し、参加可否を確認した。募集用紙の回収状況と
参加希望者数は以下の表 3-1 のとおりである。 
 




参加希望者参加 参加を迷っている 不参加 
大学 2年生 85 18 42 25 18 










3.2.1  プログラム第 1回 
3.2.1.1 大学 2年生 
3.2.1.1.1 開催日時および参加者 
 2015 年 7 月 1 日 15 時 15 分から 75 分間、大学 2 年生を対象としてプログラムを実施し










先度が高いと回答した上位 3 項目を以後のワークで使用した。選ばれた項目を次頁の表 3-3
に示した。2 名分ではあるが、集計しているため、個人の志向ではないととらえ、以降は





表 3-2 実践内容と所要時間（2年生第 1回） 
予定時間 所要時間 実際の所要時間 内容 
15：15 5 分 5 分 開始 
研究実施者自己紹介 
15：20 10 分 10 分 質問紙調査 
15：30 10 分 10 分 ワークシート 1-1 配布 
作業説明① 
（自身の職業選択に関する軸の順位付け） 
15：40 25 分 説明 5分 




ワークシート 1-2 配布・記入 
16：05 10 分 5 分 （研究実施者による集計） 
そのほかの資料に関する情報提供 
質疑 








表 3-3 職業選択の際に重要視する項目（2年生：上位 3件） 
順位 項目 
1 位 勤務形態 
2 位 経済的条件 






3.2.1.2  大学 3年生 
3.2.1.2.1 開催日時および参加者 
 2015 年 7 月 1 日 16 時 45 分から 75 分間、3 年生を対象としてプログラムを実施した。参










感することなど、2.5.2 の表 2-5 で示した印を用いてマーキングを指示した。マークの種類
を多く設定したが、複数種類のマーキングをしている参加者は多くなかった。 
資料を読み込んだのちに記入したワークシート 1-2（付録 2）を集計した結果、上位 3 項











表 3-4 実践内容と所要時間（3年生第 1回） 
予定時間 所要時間 実際の所要時間 内容 
16：45 5 分 5 分 開始 
研究実施者自己紹介 
16：50 10 分 10 分 質問紙調査 
17：00 10 分 10 分 ワークシート 1-1 配布 
作業説明① 
（自身の職業選択に関する軸の順位付け） 
17：10 25 分 説明 5分 




ワークシート 1-2 配布・記入 
17：35 10 分 5 分 （研究実施者による集計） 
そのほかの資料に関する情報提供 
質疑 




18：00 ―  終了 
 
 
表 3-5 職業選択の際に重要視する項目（3年生：上位 3件） 
順位 項目 
1 位 あなたの興味、価値観、方針、性格 
2 位 勤務形態 





3.2.1.3 プログラム第 2回への検討事項 
プログラム第 1 回に参加できないが、第 2 回以降への参加を希望する学生に対し、同日
7 限にあたる 18：15 から追加で 1 回目のプログラムを実践した。7 限の参加者は、2 年生 4
名（男性 1 名、女性 3 名）、3 年生 1 名（女性 1 名）であった。また、2 年生 5 名（男性 3
名、女性 2 名）、3 年生 1 名（女性 1 名）に対して、プログラム第 2 回までの別日程でプロ
グラム初回の説明を行った。 





また、参加者が選んだ軸 3 点以外で、学生に調べてほしい軸 4 点を、ヒアリング調査








点の採用理由は、2 年生のそれと同義である。それに伴い、ワークシート 3 を学年ごとに
作成した。2 年生はワークシート 3S（付録 8）、3 年生はワークシート 3T（付録 9）として
使用することとした。 
プログラム第 1 回終了後、プログラム第 2 回に予定している内容を再検討した。プログ
























































3.2.2 プログラム第 2回 
3.2.2.1 大学 2 年生 
3.2.2.1.1 開催日時および参加者 
 2015 年 7 月 8 日 15 時 15 分から 75 分間に 2 年生対象としてプログラムを実施した。参
加人数は 9 名で、男性 4 名、女性 5 名であった。なお、2 年生の男性参加者のグループ分
けについては各グループ 1 人ずつ配置されるよう考慮した。2 年生は、初回参加者 2 名が


















表 3-6 実践内容と所要時間（2年生第 2回） 
時間 所要時間 実際の所要時間 内容 
15：15 5 分 3 分 開始 
※質問への回答 
15：20 15 分 10 分 解説 
卒業生の進路 
今回取りあげる職業について 
15：35 8 分 5 分 ワークシート 3S 配布 
作業説明① 
（軸から職業を見る） 
15：43 12 分 10 分 現在の知識の記述 
15：55 20 分 説明 5分 
 






16：15 10 分 15 分 作業説明③ 
（次回までの作業について） 
担当する軸決め 
16：25 5 分  質疑（なければ解散） 
16：30 ―  終了 
 
 
3.2.2.2 大学 3年生 
3.2.2.2.1 開催日時および参加者 
 2015 年 7 月 8 日 16 時 45 分から 75 分間、3 年生を対象としてプログラムを実施した。参
加人数は 12 名で、男性 1 名、女性 11 名であった。3 年生は初回参加者と追加参加者の計
15 名から 3 名減少し、12 名の参加となった。 
 
3.2.2.2.2 実施内容 
プログラム実践内容と所要時間を次頁の表 3-7 に示した。2 年生と同様、効率化のため、
プログラム開始前にワークシート 2（付録 3）とプロセス記録日誌（付録 4）を回収し、複
写した。また、2 回目までの間に参加者より受けた質問（プロセス記録日誌の記載）につ








表 3-7 実践内容と所要時間（3年生第 2回） 
時間 所要時間 実際の所要時間 内容 
16：45 5 分 5 分 開始 
※質問への回答 
16：50 15 分 10 分 解説 
卒業生の進路 
今回取りあげる職業について 
17：05 8 分 5 分 ワークシート 3配布 
作業説明① 
（軸から職業を見る） 
17：13 12 分 10 分 現在の知識の記述 
17：25 20 分 説明 3分 
 






17：45 10 分 10 分 作業説明③ 
（次回までの作業について） 
担当する軸決め 
17：55 5 分 ― 質疑（なければ解散） 























クシート 4（付録 7）としていたベン図を用いたワークシートは、ワークシート 5（付録 7）
として、プログラム終了後の事後課題として採用することとした。 
 
3.2.3 プログラム 3回目 
3.2.3.1 大学 2年生 
3.2.3.1.1 開催日時および参加者 
2015 年 7 月 15 日 15 時 15 分から 75 分間、2 年生を対象としてプログラムを実施した。
参加人数は 9 名（男性 4 名、女性 5 名）で、第 2 回参加者と同じであった。 
 
3.2.3.1.2 実践内容 














表 3-8 実践内容と所要時間（2年生第 3回） 
時間 所要時間 実際の所要時間 内容 
15：15 5 分 5 分 開始 
15：20 25 分 25 分 グループワーク 
（情報共有） 
15：45 15 分 18 分 個人ワーク 
・ワークシート 4 
（情報の整理・評価） 
16：00 10 分 7 分 解説 




16：15 15 分 15 分 質問紙調査 





3.2.3.2 大学 3年生 
3.2.3.2.1 開催日時および参加者 
2015 年 7 月 15 日 16 時 45 分から 75 分間、3 年生を対象としてプログラムを実施した。
参加人数は 12 名（男性 1 名、女性 11 名）で、第 2 回参加者と同じであった。 
 
3.2.3.2.2 実践内容 














表 3-9 実践内容と所要時間（3年生第 3回） 
時間 所要時間 実際の所要時間 内容 
16：45 5 分 5 分 開始 
16：50 25 分 25 分 グループワーク 
（情報共有） 
17：15 15 分 18 分 個人ワーク 
・ワークシート 4 
（情報の整理・評価） 
17：30 10 分 7 分 解説 




17：45 15 分 15 分 質問紙調査 




 プログラム終了後に事後課題を設定した。第 1 回の事後課題である自身のなりたい職業
に関する調べ学習、そして第 2 回の事後課題である地方公務員と地方銀行員の調べ学習か
ら、得られた情報およびすでに知っていた情報を、ベン図の描かれたワークシート 5（付
録 7）を用いて整理させた。なりたい職業と、第 2 回以降で題材とした職業とが重なって
いる場合は、2 つの円のみを使用して共通点と相違点を記述するよう指示した。 









3.3.1.1 大学 2年生 
 途中で参加できなくなった学生を含めて 11 名から回収した。以下では、第 2 回と第 3
回の参加者 9 名について記述する。 
















3.3.1.2 大学 3年生 
途中で参加できなくなった学生を含めて 15 名から回収した。以下では、最終回まで参加
した参加者 12 名について記述する。 
なりたい職業では、地方公務員が最多の 7 名であった。なりたい理由として、公務員と




















3.3.2 プログラム第 1回 





3.3.2.1 大学 3年生 
3.3.2.1.1 配布資料の読み込み 
初回参加者含む 15 名のうち、全 3 回に参加した 12 名について記述する。配布資料のう
ち、『就職白書 2015』（㈱リクルートキャリア, 2015）には、ほぼ印がつかなかった。初め
て知ったということを表す二重線がついていたのは、就職活動を開始した時期や内定を得




知っていた直線を 2 名がひき、うち 1 名は共感するとした。同白書には、就職活動中の情
報収集に関する調査結果が掲載されていたが、ここで印をつけた参加者は 1 名のみで、調
査結果のリード文全体に二重線をひいていた。 









という考え方に 4 名、「ヨコ軸」で企業を選ぶべきであるとする記述に、3 名が二重線をひ
いていた。3 年以内に 3 割が離職する旨を記述された部分は 2 名が二重線をひいていた。 
 
















3.3.3 プログラム第 2回 
3.3.3.1 大学 2年生 
3.3.3.1.1 配布資料の読み込み 






本文表記）と東京都の提携で 2004 年に開始された旨に 2 名、取引が禁じられている物品の
誤出品に関する旨に 2 名、それぞれ二重線をひいていた。 
 銀行に関する記事のうち、住宅ローンに関する記事では、ボーナス返済の割合が高い債
務者が返済困難になっている旨の記述に 3 名、メガバンク 3 行の取組事例には 5 名、二重
線をひいていた。保険窓販に関する記事では、銀行が貯蓄性の高い一時払い終身保険の販
売に注力してきた旨に 4 名、二重線をひいていた。その一時払い終身保険頼みの状況を脱




3.3.3.1.2 第 2 回事後課題 














3.3.3.2 大学 3年生 
3.3.3.2.1 配布資料の読み込み 






展開している旨に 3 名が二重線をひいていた。 
 一方、銀行業務の住宅ローンに関する記事では、相談強化、電話窓口設置、専任組織の
配置のそれぞれに 2 名ずつ二重線をひいていた。また、保険窓販に関する記事では、「生保





















3.3.4 プログラム第 3回 
3.3.4.1 大学 2年生 
3.3.4.1.1 グループワーク 













果、変わらない参加者が多かったが、第 1 回に実施した職業選択の軸の順位づけ上位 3 項
目（勤務形態、経済的条件、職務の内容）について、さらに重要性が増したと評価した参
加者が 4 名、勤務形態に関しては重要性が低下したと評価した学生が 1 名いた。 
 









ープが 3 グループ中 2 グループ見られた。 
 
3.3.4.2.2 個人ワーク 




重要性が増した参加者が 1 名、重要性が低下した参加者が 2 名、勤務形態、経済的条件の




事後課題を提出した参加者は 2 年生で 4 名、3 年生で 11 名であった。 
 
3.3.5.1 大学 2年生 





3.3.5.2 大学 3年生 
自身がなりたい職業として、地方公務員を希望する学生が多かったことから、ワークシ













































































































































































と」を目標として、第 1 回で多く選ばれた職業選択の軸 3 点と、研究実施者および進路指
導の専門家 2 名が選んだ、学生に知ってほしい職業選択の軸 4 点から、地方銀行員と地方





















開発することを第 1 の目的とした。目的 1 を受け、研究 1 を通じて、大学生の就職活動に
おける課題を明らかにし、課題解決のためのプログラムを設計したうえで、専門家へのヒ
アリング調査を経て、キャリア教育の一環で利用できるプログラムを開発した。課題解決
のために、Kuhlthau の情報探索プロセスモデル（Kuhlthau, 1993）や Guided Inquiry（Kuhlthau, 


















 本研究では、研究 1 で開発したプログラムを実践し、プログラムを評価することを第 2
の目的とした。目的 2 を受け、研究 2 では就職活動が本格化する前の大学 2 年生、3 年生


























































































めに、Kuhlthau による情報探索プロセスや Big6 スキルモデルに基づいてプログラムを設計
し、専門家 3 名へのヒアリング調査を実施した（研究 1）。さらに、研究 1 で開発したプロ








知識を得ること」を目標として、第 1 回で多く選ばれた職業選択の軸 3 点と、研究実施者
















プログラム開発・実践の結果から、本研究では以下の 2 点が示唆された。 
第 1 に、参加者の感想から、本研究で開発したプログラムが、参加した学生にとって、
職業選択について意識するきっかけとなったことが示唆された。 
第 2 に、第 1 回の目標である職業選択の軸に関する理解は得られたことが推測される一

































安達智子. “大学生の進路発達過程-社会・認知的進路理論からの検討-”. 教育心理学研究, 
2001, 49. p326-336. 
安達智子 . “大学生のキャリア選択  －その心理的背景と支援”. 日本労働研究雑誌 , 
46(12),2004. p27-37. 
American Library Association. “Presidential Committee on Information Literacy: Final Report”. 
1989. ＜ 入 手 先 ＞ http://www.ala.org/acrl/publications/whitepapers/presidential （ 参 照 
2016-12-26） 
朝日新聞社 . “ 朝日新聞媒体資料  DATA FILE 2017”. 2016-12-16. ＜入手先＞
https://adv.asahi.com/adv/other/ad_info/media_kit/DATA_FILE_2017_PDF.pdf  （ 参 照 
2016-12-23） 
Bandura, A. “Self-efficacy : Toward a unifying theory of behavioral change”. Psycological Review. 
84(2), 1977. p191-215. 
中央教育審議会. “これからの学校教育の在り方”, 21 世紀を展望した我が国の教育の在り
方 に つ い て . 1996. ＜ 入 手 先 ＞
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/old_chukyo/old_chukyo_index/toushin/attach/1309593.ht
m （参照 2016-12-21） 
中央教育審議会. “初等中等教育と高等教育との接続の改善について（中央教育審議会 答




キャリア教育・職業教育の在り方について」（答申） . 2011. ＜入手先＞
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2011/02/01/13018
78_1_1.pdf （参照 2016-12-21） 
Eisenberg, M. B & Berkowitz,R. E. Information Problem-Solving : The Big Six Skills Approach to 
Library & Information Skills Instruction. Norwood, N.J. : Ablex Pub. Co., 1990. p156. 
Eisenberg, M. B & Brown, M. K. “Current Themes Regarding Library and Information Skills 
Instruction : Research Supporting and Research Lacking”. School library media quartery. 20(2), 
1992. p103-110. 
Gelatt,H. B. “Decision-making : A Conceptual frame of reference for counseling”. Journal of 





波頭亮．就活の法則：適職探しと会社選びの 10 ヵ条．東京，講談社，2007.12，174p. 
樋口匡貴, 塚脇涼太, 蔵永瞳, 井邑智哉, 深田博己. “大学生の就職活動における情報収集が
進路探索行動に及ぼす影響”. 広島大学大学院教育学研究科紀要 第三部 教育人間科学
関連領域. (57), 2008. p167-174. 
Hilton, T.L. “Career decision-making”. Journal of Counseling Psycology, 9. 1962. p.291-298. 
平久江祐司. “学校図書館利用教育における情報活用能力の育成：M. B. Eisenberg の情報問
題解決アプローチの視点から”. 図書館学会年報. 43(4), 1997. p177-186. 
堀川照代. 学習指導と学校図書館, 新訂. 東京, 放送大学教育振興会, 2010. 
石本雄真, 逸身彰子, 齊藤誠一. “大学生における就職決定後の就職不安とその関連要因”. 
神戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀要. 4, 2010. p143-149. 
川上綾子, 西川栄展. “概念地図を活用した思考支援のあり方”. 鳴門教育大学研究紀要, 28, 
2013. p115-124. 
川瀬隆千, 辻利則, 竹野茂, 田中宏明. “本学キャリア教育プログラムが学生の自己効力感
に及ぼす効果”. 宮崎県立大学人文学部紀要, 2006. 13(1), p57-74. 
関西大学初等部. 関大初等部式思考力育成法. 東京, さくら社, 2012.2, 160p. 
厚生労働省. “平成 27 年度「大学等卒業予定者の就職内定状況調査」”. 2016-03-18. ＜入手
先 ＞
http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-11652000-Shokugyouanteikyokuhakenyukiroud
outaisakubu-Jakunenshakoyoutaisakushitsu/0000116840.pdf （参照 2016-12-18）（2016a） 




Kuhlthau,C.C. Seeking Meaning : A Process Approach to Library and Information Services. 
Norwood, NJ : Ablex Pub. Corp., 1993. p199. 
Kuhlthau, C.C. Seeking meaning : A Process Approach to Library and Information Services. 2nd ed. 
Westport, Conn. : Libraries Unlimited, 2004. p247. 
Kuhlthau, C.C; Caspari, A.K.; Maniotes, L.K. Guided Inquiry: Learning in the 21st Century, 2nd 
Edition : Learning in the 21st Century. Second edition. Santa Barbara, California : Libraries 








入 手 先 ＞
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/023/toushin/04012801/002/010.pdf （参
照 2016-12-21） 
㈱マイナビ . “2016 年卒マイナビ大学生就職意識調査 ”. 2015-06-17. ＜入手先＞
http://saponet.mynavi.jp/enq_gakusei/ishiki/data/ishiki_2016.pdf （参照 2015-07-29） 
㈱三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング. “厚生労働省委託 大学におけるキャリア教育プ
ロ グ ラ ム 事 例 集 ”. 2015. ＜ 入 手 先 ＞
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11800000-Shokugyounouryokukaihatsukyoku/000
0087176.pdf （参照 2017-01-08）（2015a） 
㈱三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング. “厚生労働省委託 大学生のためのキャリア教育
「 プ ロ グ ラ ム 集 」 ”. 2015. ＜ 入 手 先 ＞
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11800000-Shokugyounouryokukaihatsukyoku/000
0092897.pdf （参照 2017-01-10）（2015b） 
三輪眞木子. 情報検索のスキル：未知の問題をどう解くか.東京, 中央公論新社. 2003.9, 
214p. 
文 部 科 学 省 . “ 「 教 育 改 革 プ ロ グ ラ ム に つ い て 」 ”. 1999-10-15. ＜ 入 手 先 ＞
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/t19991015001/t19991015001.html  （ 参 照 ：
2016-12-21）（1999a） 
文部科学省. “第 1 編  進む『教育改革』 はじめに 1  今、なぜ教育改革が必要なのか”. 平
成 11 年 度  我 が 国 の 文 教 施 策 . 1999. ＜ 入 手 先 ＞
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpad199901/hpad199901_2_004.html  （ 参 照 
2016-12-21）（教育白書）（1999b） 
文部科学省. “平成 27 年度就職・採用活動時期の変更に関する調査（5 月 1 日現在）の結果
に つ い て ”. 2015. ＜ 入 手 先 ＞
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/27/06/__icsFiles/afieldfile/2015/06/25/1359340_1.pdf 
（参照 2017-01-02） 
内 閣 府 . “ 若 者 雇 用 戦 略 の 推 進 ”. 2012-06-12. ＜ 入 手 先 ＞ 
http://www5.cao.go.jp/keizai1/wakamono/senryaku.html （参照 2015-07-28） 
内 閣 府 . “ 日 本 再 興 計 画 -JAPAN is BACK-”. 2013. ＜ 入 手 先 ＞







向、労働環境との関連-”. 和歌山大学教育学部紀要 人文科学. 64, 2014. p37-46. 
(独)日本学生支援機構. “大学等における学生支援の取組状況に関する調査（平成 25 年度）
集 計 報 告 ”  .2014. ＜ 入 手 先 ＞
http://www.jasso.go.jp/about/statistics/torikumi_chosa/__icsFiles/afieldfile/2015/12/08/h25toriku
mi_chousa.pdf （参照 2017-01-06） 
（一社）日本経済団体連合会. “採用選考に関する企業の倫理憲章”. 2011. ＜入手先＞ 
http://www.keidanren.or.jp/policy/2011/015.pdf （参照 2017-01-02） 
（一社）日本経済団体連合会 . “ 採用活動に関する指針 ”. 2014. ＜入手先＞
http://www.keidanren.or.jp/policy/2014/078_shishin.pdf （参照 2016-01-12） 
（一社）日本経済団体連合会 . “ 採用活動に関する指針 ”. 2015. ＜入手先＞
http://www.keidanren.or.jp/policy/2015/112_shishin.pdf （参照 2016-01-12） 
日本経済新聞社.“住宅ローン「返済困難」続出”.日本経済新聞朝刊. 2009-10-25. 3 面. 
日本経済新聞社. “大卒内定率 70.6％―中小、日程変更に翻弄、大手に流れ長期化”. 日経産
業新聞. 2015-08-28. 1 面. 
日本経済新聞社. “お宝・珍品 思わぬ高値”日本経済新聞. 2012-04-07. 大阪朝刊, 大阪朝
刊社会面. 
日本経済新聞社. “農水産物の輸出支援強化 徳島県”. 日本経済新聞. 2014-06-11. 地方経
済面四国.  
日本経済新聞社. “保険の銀行窓販 月払いにシフト”. 日本経済新聞朝刊. 2015-04-01. 5 面. 
日本経済新聞社. “日本経済新聞 媒体資料 2015”. 2015.＜入手先＞
https://adweb.nikkei.co.jp/paper/data/pdf/nikkeimediadata.pdf （参照 2016-12-23） 
㈱リクルートキャリア. “就職白書 2015-採用活動・就職活動編-“.2015-02-16. ＜入手先＞
http://www.recruitcareer.co.jp/news/20150216%E5%B0%B1%E8%81%B7%E3%83%BB%E6
%8E%A1%E7%94%A8%E6%B4%BB%E5%8B%95%E7%B7%A8.pdf （参照 2015-6-30） 
(独)労働政策研究・研修機構. “大学・短期大学・高等専門学校・専門学校におけるキャリ
アガイダンスと就職支援の方法-就職課・キャリアセンターに対する調査結果-”. 2014. ＜
入 手 先 ＞  http://www.jil.go.jp/institute/research/2014/documents/0116.pdf  （ 参 照 
2017-01-05） 
(独) 労働政策研究・研修機構.” 職業相談場面におけるキャリア理論及びカウンセリング理
論 の 活 用 ・ 普 及 に 関 す る 文 献 調 査 ”. 2016. ＜ 入 手 先 ＞
http://www.jil.go.jp/institute/siryo/2016/documents/0165.pdf（参照 2017-01-07） 
清水和明. “進路不決断尺度の構成-中学生について-”.関西大学社会学部紀要. 22, 1990. 
p63-81.下村英雄, 堀洋元. “大学生の就職活動における情報探索行動：情報源の影響に関
する検討”. 社会心理学研究. 20(2), 2004. p93-105. 
100 
 
下村英雄. キャリア教育の心理学-大人は、子どもと若者に何を伝えたいのか-. 東京, 東海
教育研究所. 2009.6, 203p. 
椿明美. “新規学卒者のキャリア形成短期大学における職業教育”. 國學院短期大学紀要, 20. 
2002. p.91‒107 
佃直毅，渡辺三枝子. 適職を探す自己分析ノート：選択に迷ったら！. 2007 年度版．東京，
実務教育出版，2005.9，p186.（就職バックアップシリーズ，1） 
吉岡敦子. “インターネット情報検索行動に及ぼすメタ認知過程の意識化の効果”. 日本教
育工学雑誌. 2002, 26(1). p1-10. 













                                          
                                          
                                               
                                            
                                               
                                                































                                          
                                          
                                               
                                            
                                               
                                                






















付録 2 ワークシート 1 
学籍番号（          ） 
■ 以下の Aから Rについて、自身が職業を選ぶ際に重要視する項目を上位 10位まで順位づけしてください。 

















P. その他（具体的に：   ） 
Q. その他（具体的に：   ） 
R. その他（具体的に：   ） 
 
 
 項目 具体的な条件 
第 1位   
第 2位   
第 3位   
第 4位   
第 5位   
第 6位   
第 7位   
第 8位   
第 9位   
第 10 位   
付録 3 ワークシート 2 
 なりたい職業（  ） 
 
全体で選んだ軸 知っていること 調べて分かったこと まとめ 
    
    
    
 
 
付録 4  プロセス記録日誌（一部）    
学籍番号（           ） 
1 
 
7 月 1日（水） 
調べ学習で用いたメディアや所要時間等を記録してください。 
※ 調べた順に書いてください。 ※ 長時間であること、より多くの情報源に触れたことを評価するものではありません。 
 情報源の名称 種類 
所要時間
（分） 
出典 得られた情報 備考 
①  
図書 ・ 雑誌 ・ インターネット
その他（          ） 
    
②  
図書 ・ 雑誌 ・ インターネット
その他（          ） 
    
③  
図書 ・ 雑誌 ・ インターネット
その他（          ） 
    
④  
図書 ・ 雑誌 ・ インターネット
その他（          ） 
    
⑤  
図書 ・ 雑誌 ・ インターネット
その他（          ） 
    
⑥  
図書 ・ 雑誌 ・ インターネット
その他（          ） 
    
⑦  
図書 ・ 雑誌 ・ インターネット
その他（          ） 
    
⑧  
図書 ・ 雑誌 ・ インターネット
その他（          ） 
    
⑨  
図書 ・ 雑誌 ・ インターネット
その他（          ） 
    
⑩  
図書 ・ 雑誌 ・ インターネット
その他（          ） 
    
すでに知っており確かめられた：直線（―） すでに知っていたが異なっていた：波線（  ） 
新しく知った：二重線（  ）   読んでもわからなかった：点線（  ） 
共感した内容：〇 反感を感じた内容：▲ 




知っていること 調べて分かったこと まとめ まとめ 調べて分かったこと 知っていること 
   
プログラム第 1回 
上位 1位 
   
   
プログラム第 1回 
上位 2位 
   
   
プログラム第 1回 
上位 3位 
   




   




   




   




   
 
  
付録 6 ワークシート 3（共有）              グループ（   ） 
1 
 






































付録 7 ワークシート 4(のちのワークシート 5) 
学籍番号（            ） 
なりたい職業 












方 公 務員  









































知っていること 調べて分かったこと まとめ まとめ 調べて分かったこと 知っていること 
   
勤務形態 
   
   
経済的条件 
   
   
職務の内容 
   
   
事業規模・範囲 
   
   
サービス提供の対象 
   
   
提供する 
サービス内容 
   
   
安定性 
   




知っていること 調べて分かったこと まとめ まとめ 調べて分かったこと 知っていること 
   あなたの興味、価値観 
方針、性格 
(        ) 
   
   
勤務形態 
   
   
経済的条件 
   
   
事業規模・範囲 
   
   
業務内容 
   
   
サービス提供の対象 
   
   
安定性 
   
 
  
付録 10 ワークシート 4S              学籍番号（   ） 
 上段：自分で調べたこと 下段：グループ・全体から聞いたこと 
 

































   
付録 11 ワークシート 4T              学籍番号（   ） 
 上段：自分で調べたこと 下段：グループ・全体から聞いたこと 
 

































   
付録 12 ワークシート 3S（共有）              グループ（   ） 
1 
 




























付録 13 ワークシート 3T（共有）              グループ（   ） 
1 
 
















地方公務員 軸 地方銀行員 
 
事業規模・範囲 
 
 
業務内容 
 
 
サービス提供の対象 
 
 
安定性 
 
